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ハードウェアが重要な役割
・ソフトウェアと比べ10～ 1,000倍の速度　
・消費電力改善　
・組み込みCPUでは処理しきれない大量データを扱える　
・多数のリクエストを同時にハンドル

サーバ
多数のリクエストを処理したい
大量のデータを解釈したい

・広域把握
・統計処理
・関連情報検索
　…

交通・環境情報

見守り

ネットワーク（有線・無線）
帯域を有効活用したい

多数の組み込み機器，端末
2D/3D画像情報を活用したい
必要情報だけ通信したい
バッテリを長持ちさせたい

情報処理ハードウェア
認識，分析，特徴量抽出，
圧縮伸張，…

認証 場所・人物検索

　設計自動化技術の向上に伴い，過去20年ほどの間にLSI
搭載用ディジタル回路のフロントエンド設計手法は急激に
変化してきました．とりわけ，回路図設計からHDL設計
への変化は劇的でした．回路化する処理の複雑化・高度化
は今後も長期にわたって続くと考えられ，設計手法の変化
もまた続くはずです．しかし最近は，景気の影響を差し置
いても，変化の速度がずいぶん緩やかになってきました．
システムやソフトウェアの設計法の変化の仕方と共通する
ところが多いようです．

1．緩やかになった回路設計手法の変化

● HDLや論理合成の導入はドラスティックに進んだ
　LSIに搭載するディジタル回路が，HDL（ハードウェア

記述言語．Verilog HDLやVHDLなど）やEDA（設計自動
化）ツールを使って設計されているのは，ハードウェア技
術者のみならずソフトウェア技術者にも比較的よく知られ
ている事実です．ANDやORといった論理ゲートを使っ
て回路図を入力する（回路図を“引く”ともいう）設計スタ
イルは不必要になったわけではありませんが，限定的な利
用になりました．ちょうど，ソフトウェア開発におけるア
センブラと同じような位置づけです．
　HDLによる設計スタイルが急激に普及したのは，一般
にもツールが使えるようになった1990年代後半です．多
数の言語やツールが提案され，ユーザ事例報告や設計ルー
ルの議論が活発に行われました．雑誌や書籍で多数の記事
が掲載され，CD-ROMなどで試用版ツールが頻繁に提供
されたのも記憶に新しいところです．

図1　
組み込み機器がネットワーク
につながる時代になると…
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LSI/FPGA設計の
現状と今後

急激に変化する黎明期から，緩やかな成熟期へ

　ハードウェア，特にLSIの設計方法は回路図入力からHDL（ハードウェア記述言
語）設計へと移ってきた．そして回路の大規模化に対応するため，より上位の設計
手法が登場している．例えばC言語またはその拡張言語を使って，あるいはUML
などのモデリング言語を使ってハードウェアを設計する方法である．しかし高度な
設計手法が考案されているにもかかわらず，まだ広く普及には至っていない．ここ
ではLSIやFPGA設計の現状と今後について解説する．� （編集部） 森岡 澄夫

第1章


